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80の教育機関から200名が世界20カ国・地域から集まる
年に一度のAPU最大学術会議 「第16回アジア太平洋カンファレンス」

12月1日（土）～2日（日）APUキャンパスにて開催 一般聴講無料（事前申込要）

取材案内・一般聴講者募集
立命館アジア太平洋大学
2018年11月26日 配信 APUリリース 2018-45

本カファレンスは、立命館アジア太平洋研究センター（RCAPS）主催で2003年から始まり、立命館アジア太平洋大学
（APU）が実施する学術会議として、また、日本において英語で実施される社会科学系の学術会議と しても最大規模のも
のです。知識の結集および共有の場・組織活性の場・知識に基づいた政策提言の場となるとともに、アジア太平洋およびその周
辺地域の平和と安全、持続的な発展へ向けた行動を引き起こす場となることを目的としています。そして、大学としては昨今よ
く問われる、研究力を広く社会に提示する場でもあります。

今年は、40の分科会（研究者発表30件、学生発表10件）を予定し、約20カ国・地域の機関から、200名を超える発表
者を見込んでいます。参加者は、東京大学、九州大学、海外は高麗大学、フィリピン大学、オレゴン大学など80の教育機関
から集まります。

日 時： 2018年12月1日（土） 9:30 - 20:00、 2日（日） 9:30 - 15:30
場 所： 開会式、基調講演、閉会式 H202教室（H棟2階）

分科会 F棟108-211教室 ※入退場自由
言 語： 英語 （一部日本語分科会を開催） 同時通訳無
対 象： 学生、研究者、一般の方どなたでも
参 加 費： 聴講参加は無料

レセプション参加（夕食）は有料（3,000円）
事前申込： 聴講・レセプションともに、以下のサイトより事前に参加申込要

APカンファレンス（http://www.apu.ac.jp/apconf/application）

【基調講演 概要】
講演者：赤阪 清隆 氏 （公益財団法人 フォーリン・プレスセンター 理事長）
日時：12月1日（土）【1日目】 9:35 – 10:35 場所： H202教室
言語：英語

【テーマ：アジアの世紀は本当にやってくるのか？】
アジアは、まもなく世界最大の経済圏に復活する。それは、「アジアの世紀」が始まることを意味
するのだろうか？１９世紀の大英帝国、２０世紀のアメリカの覇権は、海洋の自由、政治哲
学と制度、貿易ルール、社会改革、芸術、音楽、スポーツなどの分野で、それぞれ世界に重要
な遺産を残した。アジアの諸国は、西洋とは異なる世界水準や価値として、何を提示するのだろ
うか？アジアは、政治的にも、文化的にも地方色豊かな、多様な国家の集まりであるだけに、
「アジアの世紀」なるものはやってこない、あるいは、そのような世紀はすでに終わったという批評家
がいる。それでは、経済的には世界最強となるアジアの国々が、長続きのする「アジアの世紀」を
作り上げ、他の世界に対して影響力のある集まりとなるためには、何が必要なのだろうか。

【赤阪清隆氏 略歴】
1971年外務省入賞、1988年GATT事務局、1993年世界保健機関（WHO)事務局、
2000年国連日本政府代表大使、2003年経済協力開発機構（OECD）事務次長、
2007年国連広報担当事務次長、2012年8月より現職

「グローバルな世界におけるローカルの再興」
Regenerating Localities in a Global World

【本件の注目ポイント】
◇出口治明学長とGoogleのパートナー企業グルーヴノーツ(福岡市)の最首英裕社長がパネリストとして分科会に参加、

これまでの大学、そしてこれからの大学のあり方について議論（日時：12/1 11:00～13:00 場所：H202）
◇基調講演に元国連広報担当事務次長の赤阪清隆氏が登壇（日時：12/1 9:35～10:35 場所：H202）
◇今年は、40の分科会 研究者発表30件、学生発表10件（日本語での発表はうち7件）
◇教育、国際関係、観光、言語教育、国際ビジネス、アジア太平洋学など幅広い分野の発表を実施
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【お問い合わせ・取材お申込み】 学長室（広報）担当：ジョーンズ、宮腰
〒874-8577  大分県別府市十文字原1－1  Tel: 0977-78-1114 携帯：090-5473-3803

ウェブサイト：http://www.apu.ac.jp Email：r-apu@apu.ac.jp
フェイスブック：https://www.facebook.com/RitsumeikanAsiaPacificUniversity/

【お薦めの分科会】

12月1日 【1日目】
◇11:00-13:00 Marketing practices in the Asia Pacific

アジア太平洋地域のマーケティング手法 (場所：H202教室 言語：英語）
◇11:00-13:00 「アジア太平洋学構築の模索に向けて」

第4弾「大学論考察－古典から現代の大学論研究、そして現代、未来社会の構想論点の視点から」
（場所：H202教室 言語：日本語） ※出口 治明学長がパネリストとして参加

◇14:20-16:20 Regional perspectives on teaching and learning
教授方と学習に関して地方にある教育機関の持つ観点 （場所：F110教室 言語：英語）

◇14:20-16:20   APUで学ぶ人たちが別府を変える (場所：F210教室 言語：日本語）

12月2日 【2日目】
◇9:30-11:30 Quality over quantity: Professional development for internationalizing Japanese universities 

and high schools 量より質：国際化を進める日本の大学・高校教職員の専門能力開発
（場所：F108教室 言語：英語）

◇12:50-14:50 Current issues in tourism development ツーリズム開発が直面している課題
（場所：F111教室 言語：英語）

◇12:50-14:50 Security in the Asia-Pacific アジア太平洋地域の安全保障（場所：F209教室 言語：英語）

※その他の分科会については、WEBをご覧ください。（http://www.apu.ac.jp/apconf/）

12月1日 【1日目】

9:00 - 9:30 受付（H202教室）
9:30 - 9:35 開会式 挨拶：出口 治明学長
9:35 – 10:35 基調講演（H202教室）

講演者：赤阪 清隆 氏
10:35 – 10:45 大分県より来賓挨拶

企画振興部審議官 磯田 健氏
11:00 - 13:00 セッション1
13:10 – 14:10   昼食
14:20 – 16:20   セッション2
16:35 - 18:35 セッション3
18:45 - 20:00 レセプションディナー（カフェテリア）

12月2日 【2日目】

9:00 - 9:30 受付（F棟1階入口）
9:30 - 11:30 セッション4
11:40 - 12:40    昼食
12:50 - 14:50   セッション5
15:10 - 15:30 閉会式（H202教室）

スケジュール

2017年に実施された基調講演の様子


